様式第1号（規則第2条関係）
漁船建造許可申請書

　　年　　月　　日

福島県知事　殿
住　　　　所　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞
下記により動力漁船の建造の許可を受けたいので、漁船法第4条第3項の規定により関係書類を添えて申請します。

記

１　船名

２　漁業種類又は用途

３　操業区域

４　主たる根拠地

５　計画総トン数

６　船舶の長さ、幅及び深さ

７　船質

８　建造を行う造船所の名称及び所在地

９　推進機関の種類、馬力数並びにシリンダの数及び直径

10　推進機関の製作所の名称及び所在地

11　起工、進水及びしゅん工の予定期日

起　　工　　　　　　　　　年　　月　　日

進　　水　　　　　　　　　年　　月　　日
しゅん工　　　　　　　　　年　　月　　日

12　建造に要する費用及びその調達方法の概要
船　　体　　　　　　　　　円　　無線設備　　　　　　　　　円
推進機関　　　　　　　　　円　　ぎ　　装　　　　　　　　　円
冷凍設備　　　　　　　　　円　　そ の 他　　　　　　　　　円
合    計　　　　　　　　　円
自己資金　　　　　　　　　円
借 入 金　　　　　　　　　円　　借 入 先
13　建造を必要とする事情

様式第2号（規則第2条関係）
漁船改造許可申請書

　　年　　月　　日

福島県知事　殿
住　　　　所　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞
下記により動力漁船の改造の許可を受けたいので、漁船法第4条第3項の規定により関係書類を添えて申請します。

記

１　改造計画

	事項
	改造前
	改造後

	船名
漁業種類又は用途
操業区域
主たる根拠地
総トン数
船舶の長さ
船舶の幅
船舶の深さ
推進機関の種類
推進機関の馬力数
シリンダの数及び直径
	
	


２　船質

３　改造を行う造船所の名称及び所在地

４　推進機関の製作所の名称及び所在地

５　改造工事の着手及び完成の予定期日
着　　手　　　　　年　　月　　日
完　　成　　　　　年　　月　　日

６　改造に要する費用及びその調達方法の概要
船　　体　　　　　　　　　円
推進機関　　　　　　　　　円
そ の 他　　　　　　　　　円
合　　計　　　　　　　　　円
自己資金　　　　　　　　　円
借 入 金　　　　　　　　　円　　借 入 先
７　改造を必要とする事情
同種類、同馬力機関換装届

　　年　　月　　日

福島県知事
住　　　　所　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞
下記漁船の推進機関を同種類、同馬力で換装するため確認を受けたいので、その予定期日及び場所を届けます。

記

１　確認を受ける予定期日　　　　　　年　　月　　日

２　確認を受ける場所

３　確認を受ける推進機関

	事項
	機関換装前
	機関換装後

	登録番号、船名
	FS　　－　　　　　　

	漁業種類
	
	

	船質及び総トン数
	

	機関種類・馬力数
	　　　　　　　　　　　　　　　　馬力・kW

	メーカー名
	
	

	機関の型式
	
	

	しゅん工予定期日
	　　　　　年　　月　　日

	備考
	機関番号
	

	
	船検番号
	

	
	銘板
	


添付書類
　推進機関製造（販売）契約（予約）証、機関要目表（写し可）
中古機関の場合は推進機関経歴書（他県船の場合は漁船原簿を添付すること）
様式第3号（規則第2条関係）
漁船転用許可申請書

　　年　　月　　日

福島県知事　殿

住　　　　所　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞
下記により動力漁船の転用の許可を受けたいので、漁船法第4条第3項の規定により関係書類を添えて申請します。

記

１　船名　　　　　　　転用前

転用後

２　漁業種類又は用途　転用前

転用後

３　操業区域

４　主たる根拠地

５　総トン数

６　船舶の長さ、幅及び深さ

７　船質

８　造船所の名称及び所在地

９　進水年月日　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

10　推進機関の種類及び馬力数並びにシリンダの数及び直径

11　推進機関の製作所の名称及び所在地

12　転用の予定期日　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

13　転用に要する費用及びその調達方法の概要
費　　用　　　　　　　　　円
自己資金　　　　　　　　　円

借 入 金　　　　　　　　　円　　借 入 先
14　転用を必要とする事情

様式第5号（規則第5条関係）
漁船建造（改造・転用）計画変更許可申請書

　　年　　月　　日

福島県知事　殿

住　　　　所　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞
下記により建造（改造・転用）許可を受けた漁船の建造（改造・転用）の許可に係る事項の変更の許可を受けたいので、漁船法施行規則第5条の規定により関係書類を添えて申請します。

記

１　建造（改造・転用）許可の番号及び許可年月日
　　許可番号
　　許可年月日　　　　　　　　　年　　月　　日

２　船名

３　建造（改造・転用）の許可に係る事項
	事項
	現　許　可　事　項
	変 更 申 請 事 項

	漁業種類又は用途
操業区域
主たる根拠地
計画総トン数
船舶の長さ
船舶の幅
船舶の深さ
船質
造船所の名称及び所在地

推進機関の種類及び馬力数
シリンダの数及び直径
	
	


４　推進機関の製作所の名称

５　変更を必要とする事情

様式第1号(細則第5条関係)

漁船建造(改造、転用)変更報告書
年　　月　　日
福島県知事
住　　　　所　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　㊞
　年　　月　　日付福島県指令水第　　号(許可番号漁船　　第　　号)で許可を受けました漁船の建造(改造、転用)について、下記のとおり変更しました。
記
１　漁業種類
２　計画総トン数
３　推進機関の種類及び馬力数
４　変更事項
(1)　氏名又は名称
(2)　住所
(3)　船名
(4)　推進機関の製作所の名称及び住所
(5)　起工進水及びしゅん工、改造工事の着手及び完成又は転用の予定期日
漁船建造届

　　年　　月　　日

福島県知事
住　　　　所　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞
下記により動力漁船を建造するので届けます。

記

１　船名

２　漁業種類又は用途

３　操業区域

４　主たる根拠地

５　計画総トン数

６　船舶の長さ、幅及び深さ

７　船質

８　建造を行う造船所の名称及び所在地

９　推進機関の種類、馬力数並びにシリンダの数及び直径

10　推進機関の製作所の名称及び所在地

11　起工、進水及びしゅん工の予定期日
起　　工　　　　　　　　　年　　月　　日
進　　水　　　　　　　　　年　　月　　日
しゅん工　　　　　　　　　年　　月　　日

12　建造に要する費用及びその調達方法の概要
船　　体　　　　　　　　　円　　無線設備　　　　　　　　　円
推進機関　　　　　　　　　円　　ぎ　　装　　　　　　　　　円
冷凍設備　　　　　　　　　円　　そ の 他　　　　　　　　　円
合　　計　　　　　　　　　円
自己資金　　　　　　　　　円
借 入 金　　　　　　　　　円　　借 入 先
13　建造を必要とする事情
漁船改造届

　　年　　月　　日

福島県知事
住　　　　所　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞
下記により動力漁船を改造するので届けます。

記

１　改造計画

	事項
	改造前
	改造後

	船名
漁業種類又は用途
操業区域
主たる根拠地
総トン数
船舶の長さ
船舶の幅
船舶の深さ
推進機関の種類
推進機関の馬力数
シリンダの数及び直径
	
	


２　船質

３　改造を行う造船所の名称及び所在地

４　推進機関の製作所の名称及び所在地

５　改造工事の着手及び完成の予定期日
着　　手　　　　　　　　　年　　月　　日

完　　成　　　　　　　　　年　　月　　日

６　改造に要する費用及びその調達方法の概要
船　　体　　　　　　　　　円
推進機関　　　　　　　　　円
そ の 他　　　　　　　　　円
合　　計　　　　　　　　　円
自己資金　　　　　　　　　円
借 入 金　　　　　　　　　円　　借 入 先
７　改造を必要とする事情

漁船転用届

　　年　　月　　日

福島県知事
住　　　　所　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞
下記により動力漁船へ転用したいので届けます。

記

１　船名　　　　　　　転用前

転用後

２　漁業種類又は用途　転用前

転用後

３　操業区域

４　主たる根拠地

５　総トン数

６　船舶の長さ、幅及び深さ

７　船質

８　造船所の名称及び所在地

９　進水年月日　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

10　推進機関の種類及び馬力数並びにシリンダの数及び直径

11　推進機関の製作所の名称及び所在地

12　転用の予定期日　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

13　転用に要する費用及びその調達方法の概要
費　　用　　　　　　　　　円

自己資金　　　　　　　　　円

借 入 金　　　　　　　　　円　　借 入 先
14　転用を必要とする事情

漁船認定届

　　年　　月　　日

福島県知事
住　　　　所　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞
さきに建造（改造）許可を受けた下記漁船がしゅん工するので、認定を受けたいから漁船法施行規則第7条第2項の規定により届けます。
記

１　認定を受ける予定期日
２　認定を受ける場所
３　認定を受ける漁船

	許可番号
許可年月日
	

	船名
	

	漁業種類
	

	総トン数
	

	機関種類・馬力数
	

	造船所名
	

	しゅん工（工事完成）
予定期日
	

	備考
	


※建造（改造）許可指令書を添付すること

漁船確認届

　　年　　月　　日

福島県知事
住　　　　所　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞
さきに建造（改造）許可を受けた（届を提出した）下記漁船がしゅん工するので、確認を受けたいからその予定期日及び場所を届けます。
記

１　確認を受ける予定期日
２　確認を受ける場所
３　確認を受ける漁船

	許可番号
許可年月日
	

	船名
	

	漁業種類
	

	総トン数
	

	機関種類・馬力数
	

	造船所名
	

	しゅん工（工事完成）

予定期日
	

	備考
	


※建造（改造）許可を受けたものについては、建造（改造）許可指令書を添付すること。
造船（改造工事）契約（予約）証

　　年　　月　　日

福島県知事
申請者　住　　　　所　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞
今般、下記の漁船の建造（改造）について船舶製造者と契約（予約）致しました。

記

１　船　　　　　　　　　　名
２　漁業種類又は用途
３　計画総トン数
４　船舶の長さ、幅及び深さ
５　船　　　　　　　　　　質
６　推進機関の種類及び馬力数
７　しゅん工予定期日
８　造船所所在地及び名称
上記のとおり相違ありません。

船舶製造業者　住　　　　所
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞
推進機関製造（販売）契約（予約）証

　　年　　月　　日

福島県知事
申請者　住　　　　所　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞
今般、○○丸に据え付けるため、下記の推進機関の製造（販売）について契約（予約）いたしました。

記

推進機関の要目
	事項
	要目

	推進機関の種類
	　　　　　　　　　　　　　機関

	過給機及び空気
冷却器の有無
	過給機
	

	
	空気冷却器
	

	制限装置（動力漁船の性能の基準の第3項に該当するもの）の有無
	

	機関の型式
	

	漁船法施行規則による馬力数
	馬力・kW

	シリンダの数及び直径
	　　　　　×　　　　　　　　　mm

	定格毎分回転数
	

	機関番号
	

	納期
	

	製作所名
	

	上記のとおり相違ありません。

推進機関製作所　住　　　　所
（販　売　者）　
氏名又は名称　　　　　　　　　㊞


推進機関経歴書

　　年　　月　　日

福島県知事
申請者　住　　　　所　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞

このたび建造（改造・転用）の許可を申請した　　　丸（総トン数　馬力数）に据え付ける推進機関の経歴は以下のとおりです。
	事項
	要目

	推進機関の種類
	　　　　　　　　　　　　　機関

	過給機及び空気
冷却器の有無
	過給機
	

	
	空気冷却器
	

	制限装置（動力漁船の性能の基準の第3項に該当するもの）の有無
	

	機関の型式
	

	漁船法施行規則による馬力数
	馬力・kW

	シリンダの数及び直径
	　　　　　×　　　　　　　　　mm

	行程
	　　　　　　　　　　　　　mm

	行程とシリンダの直径の比
	

	定格毎分回転数
	

	機関番号
	

	製作所名
	

	製造年月
	

	現在までの経歴
	


(注)　１　県外の漁船に搭載されたことのある機関については、その漁船の原簿謄本を添
付する。

　　　　２　新馬力数適用機関の場合には、「行程」、「行程とシリンダ直径との比」及び「定
格毎分回転数」の欄は記入しなくても差し支えない。
事業計画書

年　　月　　日　　　
住　　　　所

氏名又は名称　　　　　　　　　　　　　　㊞

　このたび建造（改造・転用）の許可を申請した　　　丸（総トン数　馬力数）に係る事業計画は次のとおりです。
	漁業種類
	　　　　　　漁業
	　　　　　　漁業
	　　　　　　漁業

	漁獲物の名称
	
	
	

	漁場
	
	
	

	操業期間
	
	
	

	操業日数
	
	
	

	航海数
	
	
	

	漁獲予定量
	
	
	

	漁獲予定金額
	
	
	

	乗組員数
	
	
	

	所要経費
	人件費
	
	
	

	
	燃料費
	
	
	

	
	　　　費
	
	
	

	
	　　　費
	
	
	

	
	　　　費
	
	
	

	
	合　　計
	
	
	


(注)　漁獲物運搬船の事業計画にあっては、以下により記載すること。

１　漁業の種類は、運搬に従事する予定の漁業、例えば母船式さけます漁業、母船式かに
漁業等を記入する。

２　漁獲物の名称は、運搬する漁獲物又は製品の名称を記入すること。

３　漁場は、運航する海域又は運航区間を記入すること。

４　漁獲予定量及び漁獲予定金額は、運搬予定量等を記入すること。

旧船の処分又は使途説明書

　　年　　月　　日

福島県知事　

住　　　　所　　　　　　　　　　　　　
氏名又は名称　　　　　　　　　　　　㊞
下記漁船は、このたび建造（改造・転用）の許可を申請した　　　丸（総トン数・馬力数）のしゅん工（改造工事完了、転用による使用開始）後は廃船し、漁船登録を抹消いたします。
記

１　船　名

２　漁業種類
３　総トン数

４　漁船登録番号

(注)　下線部分は処分方法により、以下により書き換えるものとする。

　１　他種漁業に使用する場合

　　　〇〇漁業を廃業し、改造許可を受けて△△漁業に使用いたします。

　２　同種の漁業に使用する場合

　　　〇〇漁業を廃業と同時に漁船登録を抹消しますが、再び従前の漁業に使用するため、
別途漁業許可を充当の上、漁船登録を申請する予定です。
１　長さ、幅、深（高）さは、メートルを単位とし、四捨五入により小数点以下2位までとする。
２　トン数は、10トン以上が小数点以上を切り捨て、10トン未満が小数点以下1位にとどめ2位以下を切り捨てる。
漁船使用承諾書
　　年　　月　　日
使 用 者 住 所　　　　　                
氏名又は名称　　　　  　              
所 有 者 住 所   　　　　      
氏名又は名称　　　　  　   ㊞
下記により、漁船を使用させることを承諾します。
記

１　漁船登録番号

２　船名

３　総トン数

４　漁業種類

５　使用期間　　自：　　　　年　　月　　日

至：　　　　年　　月　　日
(注)　 写しを添付書類として提出すること。
総トン数計算総括表
	船　　　　　　　　名
	丸
	所有者名
	　　　　　　　　　

	造船所名・所在地
	

	建改造の別
	
	竣工予定年月日
	　　　　年　　月　　日

	船質
	ＦＲＰ・鋼・軽合金・木・その他（　　　　　　　　　　）

	船

舶
の
容

積
	登録長さ（ＬＲ）　　　　　・　　　ｍ
登録幅（ＢＲ）　　　　　　・　　　ｍ
登録深さ（ＤＲ）　　　　　・　　　ｍ
	上甲板下船体主要部の容積（①）
0.65×Ｌ×Ｂ×Ｄ　　　　　　・　　ｍ３

	
	
	上甲板下その他の容積　※３

箇所名　長さ　　　幅　　　深さ　　　　容積(ｍ３)
　　　　　×　　　×　　　＝　　　・

　　　　　×　　　×　　　＝　　　・
×　　　×　　　＝　　　・

　　　　　×　　　×　　　＝　　　・
　　　　　　　　　小計(②)＝　　　・

	
	測度長さ（Ｌ）　　　　　　・　　　ｍ
測度幅（Ｂ）　　　　　　　・　　　ｍ
測度深さ（Ｄｍ）　　　　　・　　　ｍ
（Ｄｓ）　　　　　・　　　ｍ
キャンバー（Ｃ）　　　　　・　　　ｍ
Ｄ＝ Ｄｍ ＋2/3Ｃ※１＋1/3(Ｄｓ－Ｄｍ)※２
＝　    ＋　    　　＋
	

	
	
	上甲板上の容積　※３

箇所名　長さ　　　幅　　　深さ　　　　容積(ｍ３)
　　　　　×　　　×　　　＝　　　・

　　　　　×　　　×　　　＝　　　・
×　　　×　　　＝　　　・

　　　　　×　　　×　　　＝　　　・
×　　　×　　　＝　　　・

×　　　×　　　＝　　　・
　　　　　　　　　小計(③)＝　　　・

	
	
	容積合計(Ｖ＝①＋②＋③) 　　　　・　ｍ３　　　　　　　　　 

	総トン数
	国際総トン数(ｔ)
Ｋ　　＝0.2＋0.02log10Ｖ
ｔ　　＝　Ｖ　×　Ｋ
　　　＝　　　×
	総トン数
＝t×(0.6＋t/10,000)×(1＋(30-t)/180)×(／)
×             　×          ＝　　　トン

	備考
	

	作成年月日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
作成者　所　属
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞


※１、※２：それぞれの値について考慮しない規定に該当する場合は備考欄にその旨記載すること

※３：計測にあたり任意の区分を設けた場合はそれが明示された図面を備考欄に記入または別添のこと
	動力漁船の性能の基準適用表

計画総トン数

トン

船の長さ×幅×深さ

・　m×　　・　m×　　・　m

深さと幅の比

（注1）

推進機関の馬力数

（注2）

燃料噴射量制限装置

（注3）

機関回転数制限装置

（注3）

有

無

計画


有

無

基準

2.0以上

以下

注1：計画総トン数が20トン未満の漁船（単胴船に限る）に限る。
注2：計画総トン数が40トン未満の漁船（漁業法、水産資源保護法等に基づき農林水産大臣の漁
業許可その他の処分を要する漁業にのみ従事する漁船及び官公庁船を除く）に限る。
注3：計画総トン数が20トン未満の漁船でジーゼル機関を推進機関とするものに限る。


工事工程表
工事工程表は、それに基づき認定、測度時が決定されるので充分考慮のうえ提出する。

工事工程表　様式（例）
	
	月

10  20
	月

10  20
	月

10  20
	月

10  20
	

	船殻
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	②
	③
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	機関
	
	
	
	④
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ぎ装
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	
	
	⑤
	⑥
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


船名

船主名
計画総トン数

①　型枠組立

②　脱型

③　中間検査時

④　機関据付

⑤　しゅん工

⑥　進水 

